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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２０１０～１１年度
  第２６５０地区のテーマ

 
『ロータリーを良く学び、
 　変化を知り、
 　忘れたことを思い出そう』
 

　国際ロータリー第２６５０地区

  ガバナー　栗田 幸雄
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第５回 8月3日 
通算1517回

第4回 7月27日 
通算1516回
Ｒ.Ｃ.は出席から 1516回　
●会員数         　69名　　
●出席免除者数　　 22名
●出席者数　　　　 49名
●補填者数　　　　　－
●出席率　　　　 81.7％

1514回の修正　
●会員数         　69名　　
●出席免除者数　　 21名
●出席者数　　　　 56名
●補填者数　　　　  4名
●出席率　　　　 91.8％
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例会状況報告

１.開会の点鐘　17時30分
２.ソング
　「君が代・我らの生業」
３.お客様の紹介
４.会務報告
５.新入会員卓話
　 小川　成久　会員
６.閉会の点鐘　18時30分

例会プログラム

２０１０－２０１１／０５
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会長報告

7月29日　第一回親睦ゴルフ

山中一晃会員から休会届が出ています。二ヶ月
の加療という診断書が添えられています。個人
情報の観点から、内容については割愛させて頂
きますが、7月13日から9月14日までの休会を、
理事会で承認いたしました。
来月行われますガバナー訪問について、熊本ガ
バナー補佐と私と幹事で、本日午後３時から打
合せを行いました。詳細は、幹事から説明があ
ると思いますが、注意事項として、大変暑い時
期ですが、8月24日は、ネクタイ・背広着用でお
願いしたい、とガバナー補佐から要望されました。クラブ協議会においては、前半
はガバナーのスピーチをお願いする、協議会の司会は会長が行う、そして幹事から
クラブの概況報告を行う、という流れになります。ガバナーのコメントを、グルー
プ単位にするか、休憩前にまとめていただくのか、等々詳細につきましては、日が
近づいてまいりましたら皆様方に連絡をさせて頂きます。よろしくお願い致します。

会長の時間
本日の奈良新聞に北河原公敬会員の特集が載っています。奈良新聞を購読されてい
る方もおられるかと思いますが、皆様にご覧いただきたいと思い、私が個人的に30
部購入し、受付に置いてありますので、ご覧になっていない方は、お持ち帰り頂け
れば有難いな、と思います。明日明後日も掲載されますので、それらにつきまして
は、次週の例会日にご用意いたしますので、同様にお持ち帰り頂けたらと思います。
会長エレクトの分科会で、会長たるもの例会においては、ロータリーについて何で
も良いから話をしてくれ、と言われ、研修指導の冊子を頂きました。今後、会務が
少ないときを見計らって、お話させていただきます。食事をしながらで結構ですの
で、よろしくお願いいたします。
本日は「ロータリーを知る方法」についてお話します。本年度の栗田ガバナーは「ロ
ータリーを良く学び、変化を知り、忘れたことを思い出そう」というスローガンを
掲げておられます。当クラブも32年目に入っておりますが、チャーターメンバーの
方やベテランのロータリアンの方も含めまして、ロータリーをもう一度再認識し、
新会員の方については早く理解して頂く、ということでこれから一年間、私も含め
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ロータリーを良く学んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
まず本日は、ロータリーとは何か、「ロータリーを知る方法」について少しお話いたします。ロータリーとは
簡単に言いますと、自分を磨き、人を育て、善意の所謂ボランティア活動などを行う世界的な団体です。では、
どうすればロータリーを良く知ることができるのか。「ロータリーの友」「ガバナー月信」など、色々なロー
タリー関係の資料があります。その他にも色々な文献がありますが、それをよく読んで頂くことが一番近道で
はないかと思います。口で言うほど簡単ではありませんが、そういうことをしないで理解できるということは
ありません。時間をかけて、ゆっくりと文書を読んでいくことが肝要です。今月の「ロータリーの友」に松下
の社長の言葉が載っていますが、やはり松下は"お客様に喜んでもらう""社員にも喜んでもらう"ということが
会社方針であり、社員もみんな経営者だというようなことを書いておられます。我々ロータリアンとしてもや
はり地域の方に喜んで頂かなければ、と思います。そこでよく知って頂くためには、まずロータリーに慣れて
頂くということが大事だと思います。それはロータリー活動のすべての出発点である例会出席についてもです。
加えて、フォーラム、情報集会、同好会など色々な会合がありますので、そんな場にできるだけ出席して頂く
ことが大事です。何より、ロータリーを知るためには、やはりまず例会に出席することです。そこがやはり出
発点です。そして毎月発行される「ロータリーの友」などをしっかりと読んで頂き、またパソコンの堪能な人
はウェブサイトにアクセスして、情報を得ることも重要なことの一つです。
そして、何よりも大切なのは文書を読んだり例会や会合などで話を聞いた時に、わからない点があれば何でも
先輩に聞くことです。私も入会して4～5年経った頃に、質問したことに対して「お前、そんなこともまだわか
らないのか」と言われた苦い経験があります。しかし、ロータリーは何もそんなに厳しくすることはありませ
ん。ロータリーはどういうところか、ということぐらいは知っておいても損はないかと思います。遠慮して訊
かないよりも訊いた方が私は良いと思います。不明な点を無くし、ロータリーを良く知って頂くことが大切な
のではないかと思います。

委員会報告
出席委員会・藤野委員長
先日から情報集会が始まっています。折角のメーキャップの機会ですので、忘れずに是非参加してください。
ロータリー情報委員会・多田廣委員長
以前から「ロータリー情報マニュアル」の発刊が10月の末頃になるだろうと、聞いていましたが、地区より、
「8月の末に発行するが、発行部数に限度がある（早い者勝ちです）ので、早めに注文お願いします」と連絡が
ありましたので、できるだけ早くお申込みください。個人でお申込みになりますと、送料450円がかかります
が、クラブからのお申し込みですと送料はクラブ負担となりますので、できたらクラブよりお申込み頂きたい
と思います。どうぞよろしくお願いいたします。
プログラム委員会・髙野委員長
次週の卓話は、今年度重点的に取り組んでいく予定の会員卓話の一発目で、新入会員の小川さんにお願いして
います。ご家族のお話、仕事のお話、それと久しぶりに武藤さんを本気にさせたゴルフのお話、いろいろ内容
の濃いお話をして頂けると思いますので、是非皆さんご出席頂きますようお願いいたします。
友好クラブ委員会・潮田委員長
本日例会終了後、友好クラブ委員会を開きますので、委員の方々はお集まり下さい。
会計・植倉会員
7月末が会費納入期限となっていますが、まだお納め頂いていない会員の方がおられましたら、7月31日迄にご
送金頂きますようお願いいたします。
幹事報告
会長から熊本ガバナー補佐との打ち合わせについて、ご報告がありました。詳細につきましては8月の第1例会
に皆様方の状差しに入れさせて頂きますので、よろしくお願いいたします。
皆様方に会員データベースの整備ということで書類をお渡ししましたが、まだ数名の方が提出されておられま
せん。全員揃わないと意味がございませんので、まだの方は次回の例会までにご提出頂きますよう、お願いい
たします。

矢追家麻呂君　和田校長先生、本日の卓話よろしくお願いいたします。
中村信清　君　皆さん熱中症にならないよう充分注意してください。
多田　実　君　暑中お見舞い申し上げます。
森　一紀　君　お暑うございます。ニコニコ協力して
今﨑和民　君　ニコニコに協力。

ニコニコ箱　本日計 15,000円　累計　249,000円 次週の例会

８月１０日
ガバナー補佐　熊本　國勝　様
「新RI長期計画（2010－2013）
　について」
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　「嘉納治五郎と灘校」 灘高等学校校長　 和田　孫博　様
　本校は、創立８０有余年の学校であります。今はいろいろな経緯を経て進
学校として名前が通っていますが、創設当初の理念、いわゆる建学の精神を
大事にしていかねばと思っております。そこで、今日は本校の歴史を建学の
精神を中心にお話しできればと思っております。よろしくお願いいたします。
１．灘中の校祖　嘉納治五郎
　万延元年(1860)　菟原郡御影村、現白鶴酒造所有地の一角で誕生。菊正宗、
嘉納家の親戚
　明治３年(1870)　父とともに上京。東京大学文学部卒業後、学習院講師と
なり、27歳で同校教頭。その傍ら、書生道場の嘉納塾や、柔道の講道館を設
立。34歳から20数年に亘って東京高等師範学校の校長。世に優秀な教師を送
り出しました。『坊ちゃん』の舞台となる松山の中学に夏目漱石を送ったのも嘉納治五郎でした。嘉納はやが
て、英国のイートンやハロウなどのパブリックスクールのような理想の学校を日本に創設したいという思いを
強くし、千葉の我孫子の手賀沼畔に私費で広大な土地を購入し、駅から校門までの並木道まで完成させたので
すが、その後、ＩＯＣ委員や貴族院議員となり、忙しくてその夢を実現できずにいたのです。
２．灘中創設秘話
　いわゆる阪神地区は大正時代から既に進学熱が異常に高かったようです。神戸一中をはじめとするナンバー
スクールに入れなかった者の受け皿として、私立中学校は甲陽や甲南が既にありましたが、灘地区にはありま
せんでした。そこで地域の人々が魚崎町出身の代議士山邑太三郎に持ちかけ、住吉川堤防上にある牧草地を提
供して新しい中学校の設立を画策。地元出身の教育者嘉納治五郎に相談を持ちかけたのです。我孫子の計画が
頓挫していた嘉納は、自らの出身地での学校創設話に顧問就任を快諾。「理想の学校」を作るべく、何度も来
神。そして自らの愛弟子で30代半ばにして亀岡高等女学校の校長をしていた眞田範衞を初代校長に引き抜き、
わずか１年足らずのうちに認可を取り、校舎を建てて、昭和３年(1928)４月、開校にこぎつけたのです。
３．初代校長　眞田範衞
　嘉納治五郎が唱道する講道館精神「精力善用」・「自他共栄」を校是に掲げ、自由と文武両道を謳いました。
「精力善用」は自らの力を最大限に利用するという意味で、「先ず己を知れ」という教えです。「自他共栄」
は自分一人で強く、あるいは偉くなれるのではないという意味で、「常に周りに感謝し自戒せよ」という教え
です。この高邁な精神こそ、本校を着実に発展させ、現在までその地位を維持させている原動力と言えると確
信しています。
　眞田は数学・博物学が専門ながら、童謡などの作詞も手がけるほどの文士でもあり、校歌と生徒歌も自ら作
詞しました。校歌には学校創設の理念が、対照的に生徒歌には学校から見える四季折々の情景が見事に詠み込
まれています。校地は天井川である住吉川の自然堤防上にあり、周りの民家よりは数メートル以上高みにあり
ます。マンションなど高いビルがなかった当時、学校からは大阪湾（茅渟の浦）やその向こうには河泉の山々
が見渡せたわけですし、振り返って北を見れば、冬には白い雪をかぶった六甲の峰々が目に飛び込んできたわ
けです。当時の東灘の風景がこの歌の中に残っています。
　　眞田はまた、校舎・設備の充実にも力を入れ、昭和８年(1933)には県下中学校唯一の25ｍプール（当時は
公認プール）を設置しました。
４．厄災・戦争を乗り越えて
　このように順調にスタートを切った灘中学校ですが、創立10年にして大きな厄災に見舞われます。昭和13年
(1938)１月、３学期始業式の前夜、用務員室付近から失火。折からの六甲颪に煽られて、木造校舎は３棟とも
全焼してしまったのです。幸い、御影師範学校の旧校舎（阪神御影駅北側）が空き家状態であったのを借り受
けることができ、すぐに再開できたのですが、鉄筋コンクリートの新校舎が完成するまで、ほぼ２年間借家住
まいを余儀なくされたのです。
　同じ昭和13年７月には、集中豪雨による大水害に見舞われます。谷崎潤一郎の『細雪』にもこの水害の様子
は生々しく描かれていますが、住吉川、石屋川、都賀川沿いを鉄砲水が襲い、巨大な岩石を含む土石流が街を
飲み込みました。住吉川では国道の住吉橋に巨大な岩が閊え、濁流が一気に氾濫。天井川だったため、もとも
と川床より低かった両岸の街は大被害を受けた。幸い、御影仮校舎にあった本校では生徒に犠牲者はなく、実
家が無事であった者は隊を組んで学校近辺の復旧作業に当たりました。
　昭和15年(1940)に新築なった校舎に戻ったのですが、その頃から戦時色が濃くなってきます。米英との開戦
後、教職員の中にも招集されるものが出ました。戦局が不利になるにつれ、予科練などへの応募、上級生の勤
労動員などのため、まともな学校運営ができなくなりましたが、眞田校長は学生の本分は勉強という姿勢を守
り、勤労動員も２班に分け、週の半分は学校に出校できるように工夫しました。また、英語の授業を終戦まで
続けましたし、空襲が激しくなってきた折、白い校舎は目標になるので黒に塗るようにという要請も撥ねつけ
たそうです。
５．教育制度の変更に乗じて　二代校長　清水實
　終戦後、教員を確保するために上京した眞田校長は、満員の列車内で感染したのか、帰心神後発疹チフスを
発症、昭和21年(1946)３月に急逝する。まだ56歳でした。
　後を継いだ清水實校長は飛躍のチャンスを見逃しませんでした。６・３・３制へと学制が変更になり、旧制
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中学校は新制中学、高校へと編成替えになりましたが、灘は５年を６年にするだけでそれ以上の変化をしなか
ったのです。つまり６年一貫制をはじめから取り入れたのです。一方、公立の旧制中学校はすべて３年制の新
制高校になりました。神戸一中も神戸高校となりましたが、中学部分はなくなったため、２、３年生は地元の
新制中学へ編入せざるをえませんでした。清水校長はこれらの神戸一中から溢れた生徒を無試験で受け入れた
のです。灘中の入試は既に済んで、いつもの定員は確保されていたのですが、それとは別に50名以上の生徒を
受け入れたのです。
　この離れ業のお蔭で、生徒の水準が一挙に上がりました。さらに公立の学区制が追い風となります。今まで
の神戸一中校区より神戸高校の校区が狭くなり、そこに行けなくなった生徒が灘の評判を聞いて入ってくる、
ますます水準が上がるという好循環が生じ、あっという間に関西の雄となり、昭和43年(1968)に、遂に日比谷
高校を抜いて東大合格者日本一を達成しました。それは学制の変更からわずか20年のことだったのです。
　また、中学1年入学時に構成した担任のチームがずっと6年間、勉強も生活指導も担当するという、担任団持
ち上がり制が本校の特徴ですが、その制度を取り入れたのもこの時代です。教育に一貫性ができ効率がいいの
に加えて、生徒の成長を同じ先生方が見守っていくため、生徒と教員との絆が非常に強くなるというメリット
があります。
６．神戸の灘から日本の灘へ、そして世界の灘へ
　このような独特の制度によって、神戸で生まれた灘校がいつの間にか日本で名を馳せました。その後、各方
面で活躍する卒業生を輩出し続けています。その結晶の一つが、平成14年(2002)の野依良治氏のノーベル化学
賞受賞でしょう。彼は神戸市灘区の生まれ、灘中・高で柔道部に所属し、ある意味で嘉納治五郎の講道館精神
を受け継いでいます。これは日本の灘から世界の灘への飛躍を示すエポックとなる出来事の１つでした。しか
し、アメリカのハーバードやＭＩＴ、英国のオックススフォードやケンブリッジで研究や教育に携わっている
卒業生は今多数います。
　そういう実績を評価してもらったのか、日本各地から挑戦してくれる生徒が増えてきました。しかしその分、
地元の人が入りにくくなっています。私が中学に入学した昭和40年(1965)頃、全生徒のうち兵庫県出身者は70%
近くいました。現在では神戸市の出身者は20％を切り、兵庫全体でも50％を切っています。そういうことも影
響して、学校周りの地域との繋がりが希薄になっていたような時期もあります。学校の評判は学校から遠くは
なれているほどよく、ご近所では結構疎まれていた感がありました。
７．震災の副産物
　そういう時に、平成７年(1995)１月、阪神大震災に見舞われました。学校への被害は軽微な方でしたが、周
りの民家は壊滅状態でした。地震後１、２時間もしないうちに、避難の方々が学校に押し掛けました。近隣に
住む教員がすぐに対応し、講堂や柔道場を避難所に開放します。ほどなく、東灘区役所から犠牲者の安置場に
体育館を供出するよう要請があり、すぐに承諾しました。２日目の夜までに収容遺体は200を越え、満杯となり
ました。その後、復旧作業に出動した自衛隊の駐屯場所として第２グラウンドを提供し、避難者の福祉にもで
きるだけ配慮し、区役所とも賭け合ったりしました。
　授業はほぼ１か月できませんでしたが、近くに住む生徒が復旧作業を手伝ってくれ、トイレの清掃なども精
力的に行ってくれました。そうしているうちに、避難している地域の人たちとのつながりが深まりました。こ
れまで疎ましく思っていた人達も、学校や生徒を見直してくれました。学校再開後も当分は避難者との共生が
続きましたが、ほとんどトラブルも無く過ごし、避難所を出て行かれるときは、皆感謝を口にしてくださいま
した。
　生徒達も地域との連帯の重要性を身を持って知るという良い体験ができた時期であったと思います。その後
は生徒会を中心にボランティア活動にも積極的に取り組み、赤十字やあしなが募金やユニセフ募金のため街頭
活動をしたり、近所の友生養護学校と交流を続けています。
　今後も、地球市民のリーダーを要請するという世界に目を向けた学校でありながら、地元に根ざした学校で
もあり続けたいと思っております。

例会変更
奈良西ロータリークラブ
・�８月１２日（木）・・・定款第６条１節(Ｃ)により休会
※�ビジター受付は行いません。
・�８月１９日（木）・・・早朝例会の為、時間・場所変更
　霊山寺にて　午前７時より
※�ビジター受付は８月１９日（木）午後５時半～６時まで奈良ロイヤルホテル１Ｆフロント横にて行います。
平城京ロータリークラブ
・�８月２６日（木）→８月２５日（水）15：00～　に変更
於：平城宮跡資料館大講堂
※�ビジター受付は、８月２６日（木）18：00～18：30ホテル日航奈良５Ｆ天空の間にて行います。
奈良ロータリークラブ
・�８月１２日（木）・・・定款第６条１節(Ｃ)により休会
※�ビジター受付は８月１２日（木）12：00～12：30まで奈良ホテルにて行います。


